
COLUMN清野吉光氏

  
も
っ
と
地
方
の
中
小
タ
ク
シ
ー

  

会
社
の
声
を
発
信
し
よ
う
！

　

２
０
１
２
年
に
始
ま
っ
た
チ

ー
ム
ネ
ク
ス
ト
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、

９
月
25
日
に
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス

テ
ム
「
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
」
で
開
催
し
た

２
０
２
０
年
度
の
総
会
を
兼
ね

た
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
29

回
目
を
迎
え
た
。

　

こ
こ
２
年
ほ
ど
の
セ
ミ
ナ
ー

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
チ
ー

ム
ネ
ク
ス
ト
の
ひ
と
つ
の
特
徴

で
あ
る
研
修
先
の
現
地
に
直
接

訪
問
し
、
泊
り
が
け
で
参
加
者

の
議
論
と
懇
親
を
図
る
、
い
わ
ゆ

る
「
セ
ミ
ナ
ー
合
宿
方
式
」
が
取

れ
な
い
で
い
る
。
し
か
し
、
野
田

昌
太
郎
事
務
局
長
の
努
力
に
よ

り
、
そ
の
時
々
の
時
宣
に
即
し
た

テ
ー
マ
の
講
師
を
招
請
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
あ
っ
て
も
充
実
し
た

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
で
き
て
い
る

と
自
負
し
て
い
る
。

　

今
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ

ー
も
、「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
、ａ
ｆ

ｔ
ｅ
ｒ
コ
ロ
ナ
に
ど
う
対
応
す

る
か
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
日

亜
化
学
工
業
の
Ｕ
Ｖ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
企
画
・
営
業
グ
ル
ー
プ
山
内

繁
晴
氏
、
フ
タ
バ
タ
ク
シ
ー
（
仙

台
）
の
及
川
孝
社
長
、
国
際
的
な

自
動
車
・
環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
川
端
由
美
氏
の
３
人
の
講
師

を
招
い
て
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

そ
し
て
、
今
後
の
チ
ー
ム
ネ
ク

ス
ト
の
活
動
の
方
向
性
と
し
て

は
、
従
来
の
全
国
、
全
世
界
の

ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
情
報

の
収
集
や
見
学
、
交
流
だ
け
で
な

く
、
チ
ー
ム
ネ
ク
ス
ト
の
メ
ン
バ

ー
で
あ
る
地
方
の
中
小
タ
ク
シ

ー
会
社
の
実
情
を
基
に
、
タ
ク
シ

ー
業
界
や
行
政
へ
の
積
極
的
な

改
革
の
提
言
を
し
て
い
こ
う
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

チ
ー
ム
ネ
ク
ス
ト
は
有
志
に

よ
る
全
く
の
任
意
団
体
で
あ
り
、

業
界
の
声
を
代
表
で
き
る
組
織

で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
多
少
異

端
で
は
あ
っ
て
も
自
由
闊
達
な

意
見
を
発
信
で
き
る
組
織
で
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。
大
都
市
の
大

規
模
な
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
抱

え
る
課
題
と
地
方
の
中
小
事
業

者
の
抱
え
る
課
題
と
は
随
分
と

違
う
も
の
が
あ
り
、
そ
の
優
先
度

合
や
逼
迫
度
に
も
差
異
が
あ
る
。

　

そ
う
し
た
意
味
合
い
に
お
い

て
、
チ
ー
ム
ネ
ク
ス
ト
と
し
て
も

当
初
目
指
し
た
方
向
性
で
も
あ

る
、
単
な
る
学
習
す
る
組
織
か
ら

実
践
す
る
組
織
と
な
っ
て
改
め

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
た
め

の
発
信
力
を
高
め
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
。

  

チ
ー
ム
ネ
ク
ス
ト
の
世
話
人
会

　

チ
ー
ム
ネ
ク
ス
ト
は
、
２
０
１

２
年
の
発
足
時
に
お
け
る
世
話

人
会
の
構
成
と
し
て
、
代
表
世
話

人
に
天
野
清
美
つ
ば
め
自
動
車

社
長
（
名
古
屋
市
）、
世
話
人
に

兼
元
秀
和
キ
ャ
ビ
ッ
ク
社
長
（
京

都
市
）、
岩
村
龍
一
コ
ミ
タ
ク
モ

ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
会
長
（
岐
阜

県
多
治
見
市
）、
加
藤
高
立
千
代

田
タ
ク
シ
ー
社
長
（
静
岡
市
）
に

就
任
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の

後
、
天
野
社
長
が
名
古
屋
タ
ク
シ

ー
協
会
の
会
長
に
就
か
れ
、
さ
ら

に
２
代
目
代
表
世
話
人
の
兼
元

社
長
も
京
都
府
タ
ク
シ
ー
協
会

の
会
長
に
就
か
れ
た
の
で
、
３
代

目
と
な
る
チ
ー
ム
ネ
ク
ス
ト
の

代
表
世
話
人
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー

業
界
へ
の
「
大
胆
な
提
案
」
を
提

起
し
た
貞
包
健
一
・
三
ヶ
森
タ
ク

シ
ー
社
長
（
福
岡
県
北
九
州
市
）

を
お
迎
え
し
た
。

　

今
回
の
総
会
で
は
、
こ
の
世
話

人
会
の
活
動
を
活
発
化
さ
せ
、
メ

ン
バ
ー
の
拡
充
も
図
る
こ
と
に

な
っ
た
。
現
在
、
全
国
子
育
て
タ

ク
シ
ー
協
会
の
前
会
長
で
あ
る

フ
タ
バ
タ
ク
シ
ー
の
及
川
孝
社

長
（
仙
台
市
）、
岩
手
県
で
ユ
ニ

ー
ク
な
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を

推
し
進
め
て
い
る
ヒ
ノ
ヤ
タ
ク

シ
ー
の
大
野
尚
彦
社
長
（
盛
岡

市
）
に
新
し
く
世
話
人
メ
ン
バ
ー

へ
の
就
任
を
打
診
し
、
受
諾
す
る

旨
の
返
事
を
い
た
だ
い
た
。
次
回

の
チ
ー
ム
ネ
ク
ス
ト
の
セ
ミ
ナ

ー
に
お
い
て
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
の

承
認
を
い
た
だ
く
予
定
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
初
代
と
２
代
目
の

代
表
世
話
人
で
あ
る
天
野
つ
ば

め
自
動
車
社
長
と
兼
元
キ
ャ
ビ

ッ
ク
社
長
の
お
二
人
に
は
、
協
会

長
と
し
て
の
重
責
が
あ
っ
て
多

忙
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
世

話
人
か
ら
顧
問
に
就
任
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

  

ま
ず
は
世
話
人
会
の
活
性
化
！

　

実
践
す
る
組
織
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
た
め
の
第
一
弾
と
し
て
、

12
月
16
日
に
静
岡
市
内
に
あ
る

静
岡
Ｔ
ａ
ａ
Ｓ
の
オ
フ
ィ
ス
で

世
話
人
に
よ
る
４
時
間
に
及
ぶ

フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。

　

タ
ク
シ
ー
事
業
の
、
と
り
わ
け

地
方
の
タ
ク
シ
ー
業
界
の
時
間

当
た
り
の
生
産
性
の
低
さ
を
如

何
に
克
服
す
る
か
、
を
テ
ー
マ

に
、
具
体
的
な
目
標
を
時
間
当
た
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サイ
トへ
GO
！

タクシー専門求人サイト！

９:00 から 21:00 お問い合わせ受付中 ▶▶ 0120-84-8284

運転
の仕
事 .
 jp

80％以上が未経験者からの応募！ タクシー経験のない人にも分かりやすくサイトで紹介！
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21

り
営
収
３
０
０
０
円
に
設
定
し
、

こ
の
金
額
を
如
何
に
実
現
す
る

か
を
巡
っ
て
議
論
し
た
結
果
、
多

様
な
分
野
で
の
課
題
が
整
理
さ

れ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
前
で
あ
れ
ば
こ
の

目
標
額
は
、
都
市
部
で
は
決
し
て

不
可
能
な
数
字
で
は
な
い
。
し
か

し
、
こ
の
時
間
当
た
り
３
０
０
０

円
の
営
収
と
い
う
の
は
、
地
方
都

市
の
多
く
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
は
も
ち
ろ
ん
、
コ
ロ
ナ
禍
前
で

も
実
現
で
き
な
い
タ
ク
シ
ー
事

業
者
が
多
い
、
と
い
う
の
が
現
実

だ
。
こ
う
し
た
生
産
性
の
低
さ
が

乗
務
員
の
離
職
を
も
た
ら
し
、
タ

ク
シ
ー
乗
務
員
が
年
金
併
用
で

無
け
れ
ば
務
ま
ら
な
い
職
場
と

な
り
、
一
層
の
乗
務
員
不
足
と

高
齢
化
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な

る
。
コ
ロ
ナ
禍
は
こ
う
し
た
地
方

の
タ
ク
シ
ー
事
業
の
構
造
的
な

生
産
性
の
低
さ
を
よ
り
顕
在
化

さ
せ
、
タ
ク
シ
ー
事
業
の
存
続
を

脅
か
し
て
い
る
。

　

既
に
静
岡
市
内
で
は
休
業
や

倒
産
が
こ
の
数
カ
月
で
２
社
発

生
し
て
お
り
、
ま
た
大
都
市
の
事

業
者
へ
の
会
社
売
却
も
進
ん
で

い
る
。
こ
う
し
た
地
方
の
タ
ク
シ

ー
業
界
の
疲
弊
は
、
そ
の
地
方
の

利
用
者
の
お
で
か
け
の
足
の
確

保
を
損
な
い
、
必
要
な
時
に
移
動

で
き
ず
、
市
民
生
活
の
質
の
低
下

を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の

結
果
、
高
齢
者
の
介
護
予
備
軍
を

増
や
す
こ
と
に
も
な
り
、
地
方
財

政
を
圧
迫
す
る
と
い
う
悪
循
環

を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

  

タ
ク
シ
ー
事
業
の
生
産
性
を

  

あ
げ
る
た
め
に
は
？

　

理
屈
の
上
で
は
、
生
産
性
を
上

げ
る
た
め
に
は
実
車
時
間
率
と

実
働
時
間
率
を
引
き
上
げ
る
必

要
が
あ
り
、
現
在
の
需
要
に
加
え

て
新
た
な
需
要
（
特
に
サ
ブ
ス
ク

リ
プ
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
に

よ
る
潜
在
需
要
の
顕
在
化
）

を
開
拓
し
、
そ
し
て
、
そ
の

需
要
に
対
し
て
タ
イ
ム
リ
ー

に
車
両
供
給
を
す
る
仕
組
み

を
作
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
為
に
は
、
一
社
一
社
の

努
力
で
は
限
界
が
あ
り
、
地

域
全
体
の
車
両
の
効
率
的
で

最
適
な
配
車
の
仕
組
み
を
作

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、そ
の

供
給
力
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て

い
る
乗
務
員
不
足
を
解
決
す

る
た
め
の
サ
ブ
ジ
ョ
ブ
（
副

業
、
複
職
）
ド
ラ
イ
バ
ー
の

供
給
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
も

必
要
と
な
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
地
域
全
体
の
タ
ク
シ
ー

事
業
の
生
産
性
を
上
げ
る
た
め

に
は
、
共
同
化
（
協
業
化
）
が
キ

ー
ワ
ー
ド
と
な
る
。

　

無
線
配
車
の
地
域
で
の
共
同

化
に
よ
る
効
率
化
は
、
地
域
の
利

用
者
の
利
便
性
向
上
の
み
な
ら

ず
、
配
車
コ
ス
ト
の
負
担
に
苦
し

む
事
業
者
に
と
っ
て
も
有
益
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
事

業
者
に
と
っ
て
大
き
な
ネ
ッ
ク

と
な
る
の
は
各
社
の
運
行
管
理

者
の
コ
ス
ト
で
あ
る
。

  

運
行
管
理
の
共
同
化

　

地
方
の
中
小
規
模
タ
ク
シ
ー

事
業
者
で
は
、
無
線
の
配
車
係
と

運
行
管
理
者
を
一
人
で
兼
務
し

て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
無
線
配

車
の
共
同
化
が
実
現
し
て
も
、
常

駐
す
る
運
行
管
理
ス
タ
ッ
フ
が

各
社
に
必
要
な
の
で
、
結
果
と
し

て
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
は
な
ら
ず
、

無
線
の
共
同
化
に
も
躊
躇
す
る

こ
と
に
な
る
。
せ
め
て
共
同
配
車

セ
ン
タ
ー
に
出
勤
し
た
各
タ
ク

シ
ー
会
社
の
運
行
管
理
者
が
、
自

社
の
乗
務
員
の
点
呼
を
配
車
セ

ン
タ
ー
か
ら
Ｉ
Ｔ
遠
隔
点
呼
で

行
う
こ
と
が
可
能
に
な
れ
ば
こ

の
問
題
は
ク
リ
ア
と
な
り
、
大
幅

に
共
同
化
が
進
む
可
能
性
が
高

い
。
地
方
の
タ
ク
シ
ー
事
情
に
即

し
た
形
で
の
、
運
輸
規
則
等
の
柔

軟
な
運
用
が
強
く
望
ま
れ
る
。

  

チ
ー
ム
ネ
ク
ス
ト
世
話
人
会
の

  

行
政
へ
の
提
言

①
サ
ブ
ス
ク
運
賃
制
度
の
推
進

②
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
共
同
化
を
推
進
、

共
同
配
車
、
共
同
点
呼
（
運
行

管
理
）

③
サ
ブ
ジ
ョ
ブ
ド
ラ
イ
バ
ー
制

度
の
推
進

④
身
障
者
割
引
、
免
許
返
納
割
引

の
行
政
負
担

（
２
０
２
１
年
12
月
20
日
記
）

tuzi
長方形


